
　第37回定時総会が、5月12日（金）に「KKRホテル東京」にて開
催されました。4年振りに定時総会後の講演会、表彰式、祝賀会・懇
親会を実施することができました。
　定時総会当日の出席会員は84名、また委任状126名で出席率
96％のもと全議案が承認可決され終了しました。ご協力に感謝申し
上げます。

【議　案】　第1号議案　2022年度 事業報告書承認の件
　　　　　第2号議案　2022年度 収支計算書・監査報告書承認の件
　　　　　第3号議案　役員の任期満了に伴う新役員選任の件

以下のお二人が新たに理事に就任しました。
　・滝田 吉宏　氏　　援護化学（株）
　・篠原 　徹　氏　　シノハラ防災（株）

　　　　　第4号議案　2023年度 事業計画書（案）承認の件
　　　　　第5号議案　2023年度 収支予算書（案）承認の件

【報告事項】・今後の主な行事予定について

　また、理事会において臼井理事長の再任及び結城、武者、道畑各氏の副理事長再任が決まりました。

　定時総会後には、例年実施していました消防庁予防課長様による講演会を4年振りに開催しました。
講師は、4月に着任されました予防課長渡辺剛英様にお願いしました。内容は以下となっています。

　　テーマ：「予防行政（課題と対応）」
1．火災の現状について
2．住宅防火対策について
3．最近の重大火災を踏まえた安全対策について
4．地震等の災害への対応について
5．消防法に基づく防火安全の確保について
6．火災予防分野のデジタル化について
7．規制改革への対応等について
8．消防用設備等に係る危害防止等について
9．予防業務優良事例表彰について

2．講演会について
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Ⅰ．全消販　第37回定時総会について

1．定時総会について
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定時総会、講演会後に全消販「消防機器販売業関係者表彰式」を４年振りに実施しました。

ご来賓として消防庁渡辺剛英予防課長、日本消防検定協会市橋保彦理事長、（一財）日本消防設備安全

センター北島秀一理事長、（一社）全国消防機器協会金森賢治会長にご臨席いただきました。

。

功労者表彰　　以下の9名の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

・池 田　　 誠　氏	 （株）ヤマト商会	 （北海道）	 ・金 原　光 宏　氏	 共 成（株）	 （東京）

・出 口　友 雄　氏	 （有）出口消火器	 （東京）	 ・杉 山　裕 之　氏	 （株）ニチボウ	 （東京）

・白 川　智 広　氏	 （株）タケシン防災	 （大阪）	 ・山 本　泰 幸　氏	 （株）山本総合防災	 （兵庫）

・中 野　裕 之　氏	 新日本消防設備（株）	 （大分）	 ・大 薗　幹 彦　氏	 九州消防（株）	 （宮崎）

・中 村　隆 美　氏	 中村消防防災（株）	 （宮崎）

優良従業員表彰　　以下の17名の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

・佐 藤　正 義　氏	 藤岡防災工業（株）	 （埼玉）	 ・鎌 形　数 真　氏	 （株）消防科学研究所	（千葉）

・浦 野　貴 登　氏	 浦野工業（株）	 （東京）	 ・川 嶋　　 誠　氏	 （株）新和防災	 （東京）

・瀬出井　  崇　氏	 （株）スエヒロ	 （東京）	 ・田 中　勇 一　氏	 （株）千代田防災	 （東京）

・井 瀧　哲 也　氏	 （株）千代田防災	 （東京）	 ・林　　 秀 和　氏	 （株）千代田防災	 （東京）

・児 野　勝 幸　氏	 （株）防災サービスセンター	 （東京）	 ・鈴 木　達 也　氏	 ユージーメンテナンス（株）	（東京）

・纐 纈　直 巳　氏	 内外物産（株）	 （愛知）	 ・駒 田　敦 司　氏	 中央理化工業（株）�（三重）

・三田村 尚 矢　氏	 ジェット商事（株）	 （大阪）	 ・道 畑　健 太　氏	 （株）スエヒロ	 （島根）

・上米良　  功　氏	 （株）フジオカ	 （長崎）	 ・牛 嶋　博 文　氏	 （有）タナカ消防設備	（熊本）

・古 里　健 一　氏	 立尾電設（株）	 （鹿児島）

3．（一社）全国消防機器販売業協会表彰について

功労者表彰受賞者

優良従業員表彰受賞者
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1．2023年度春の消防関係叙勲・褒章
【叙　勲】
　�全消販上申で、現理事で元理事長の氏家英喜氏が旭日双光章を受章されまし

た。誠におめでとうございます。

　（株）古川ポンプ製作所　　代表取締役　　氏 家　英 喜　氏　（宮城）

【黄綬褒章】
　�全消販会員の以下の方々が受章されました。誠におめでとうございます。

　桜ホース（株）　　　　　　代表取締役　　伊 藤　 　宏　氏　（東京）

　能美防災（株）　　　　　　代表取締役　　岡 村　武 士　氏　（東京）

2．2023年度　（一社）全国消防機器協会　会長表彰
�　（一社）全国消防機器協会会長表彰式は、5月31日に明治記念館にて4年振りに開催されました。

全消販上申の会員より、以下の4名の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

　・秋 山　政 信　氏	 船 山（株）	 （東京）

　・林　　 隆 治　氏	 （有）林防災	 （愛知）

　・田 口　正 幸　氏	 （株）千代田防災	 （東京）

　・秋 山　芳 夫　氏	 双信消防設備（株）	 （神奈川）

３列目右側から5人目から秋山氏（船山）、林氏（林防災）、田口氏（千代田防災）、秋山氏（双信消防設備）

氏家 英喜 氏

Ⅱ． 2023年 春の表彰関係
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Ⅲ．消防用設備等点検優良事業所認定会員について
2018年に制度を刷新して再スタートしました「優良事業所認定制度」の2021年度の認定会員の期限

が7月末になることをうけて、更新申請及び新規申請を募りました。20社の更新申請及び5社の新規申
請があり、認定規程第3条の認定基準に適合し、認定されました。認定期間は、2023年8月から2025年
7月です。

また、昨年の認定会員と合わせて、累計で96社、110事業所が優良事業所認定となります。

都道府県 事業所名（50 音順）
北海道 （株）アサヒ

アンスル（株）
イハラ消防設備（株）
三和防災（株）
システムサービス（株）
第一防災（株）
中央防災システム（株）
北海道消防機材（株）
北興通信（株）

（株）ヤシマ保全
（株）ヤマト防災サービスセンター

宮城 （株）大崎防災
（株）古川ポンプ製作所

福島 援護化学（株）
群馬 関東防災工業（株）
埼玉 （株）サイボウ

東洋防災（株）
（株）ナショナル消防化学
藤岡防災設備（株）
ユージーメンテナンス（株）　埼玉（営）

千葉 （株）佐倉防災
（株）清水商会
（株）ニッショウ　千葉支店
ユージーメンテナンス（株）　千葉（営）

東京 旭防災設備（株）
（株）アタイム　東京支店
（株）イワナガ
（株）カナメ商事
（株）協友防災工業
シノハラ防災（株）

（株）清水商会　東京支店
（株）消防弘済会
（株）新和防災
（株）スエヒロ
セントラル防災（株）
中央理化工業（株）

（株）千代田防災
（株）ニッショウ　本店
（株）不二興産
（株）プロサス
前出工機（株）
ユージーメンテナンス（株）　本社
ユージーメンテナンス（株）　上野（営）
ユージーメンテナンス（株）　小平（営）
ユージーメンテナンス（株）　東向島（営）
ユージーメンテナンス（株）　町田（営）

（株）渡辺武商店
神奈川 （株）栄広プロビジョン

晃洋商事（株）
（株）シーエスワン
ユージーメンテナンス（株）　横浜（営）

（株）渡辺武商店　湘南支店
（株）渡辺プロテック

新潟 （株）イヅミ総業
高坂防災（株）

都道府県 事業所名（50 音順）
新潟 （株）米　峰
岐阜 アンシンク（株）　本社

アンシンク（株）　大垣店
（株）ウスイ消防

静岡 サンコー防災（株）
ニッセー防災（株）

愛知 三栄工業（株）
（株）セルス
東海消防設備（株）
東報防災工業（株）
内外ガード（株）
内外物産（株）

（株）ニッショウ　名古屋支店
ニュー商事（株）
浜島防災システム（株）

（株）ベルテック
三重 鈴鹿防災（株）

矢野防災設備（株）
（株）山口商会

滋賀 （株）大森商会
京都 大槻ポンプ工業（株）

（株）大　同
日本防火産業（株）

（株）ヤマト商会
大阪 （株）アスボウ防災サポート

和泉防災（株）
（株）入谷商会
木内ポンプ（株）

（有）ダイトー
タイホ防災（株）

（株）ダイリン
（株）タケシン防災
（株）ニッショウ　大阪支店
（株）羽藤防災
（株）マトイ
真弓興業（株）
(株)宮本消防設備商会

（株）ヤマト防災興業
山本商事（株）

兵庫 （株）アタイム　本社
日和工業（株）

（株）防災サービス
（株）山本総合防災

広島 （株）城田製作所
（株）ニッショウ　広島支店
（株）プロテック

香川 （株）福島商会
福岡 （株）倉重ポンプ商会

（株）福岡トーハツ
（株）ヤナセファイテック
ユージー・防災設備（株）

熊本 三輝物産（株）
（有）タナカ消防設備

大分 新日本消防設備（株）
宮崎 九州消防（株）
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「東京国際消防防災展」が、6月15日から4日間、「東京ビッグサイト」で開催されました。約16万7

千人が来場したとのことです。今回は、1982年の第1回開催から11回目となり、2018年に開催されて以

来5年振りの開催となりました。

全消販会員の大槻ポンプ工業（株）は、賛助会員の（株）初田製作所と共同開発した『テストセンセイ

AR』を出展しました。「テストセンタイAR」は、全消販が、2016年、2017年の（一財）日本消防設備安

全センターの消防防災研究助成金交付事業で同社に委託した「消火器使用法訓練装置の研究開発」で開

発した「テストセンセイVR」をAR（拡張現実）化したものです。

防災展では、4日間で延べ350名以上の方々に「テストセンセイAR」を体験いただき大変好評でした。

　※ 問合せ先：大槻ポンプ工業（株）　TEL：0773-42-0681　FAX：0773-42-9229

Ⅳ．東京国際消防防災展の開催
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同センターが行っています広報・印刷物作成事業として令和3年度に作成した、誰でも自由にダウン

ロードできるリーフレット2種をご紹介します。活用する場合は、必要に応じてリーフレット下欄枠に

社名等を追記するなどしてご使用ください。

違反是正ホームページ ⇒ 「刊行物・イラスト・資料集・研修会等」 ⇒ 刊行物
　https://www.fesc.or.jp/ihanzesei/data/index03.html

1．知っていますか？　SP のこと
このリーフレットは、一般的に多く設置されている閉鎖型湿式スプリンクラー設備の構造等を

イラストで分かりやすく記載し、スプリンクラー設備が奏功して被害を最小限に抑えた事例や奏

功後の注意点等についても触れています。

知っていますか？

建物に設置されている
SPシステムを確認して
おきましょう。
閉鎖型湿式が最も広く設置されています。
そのほかに、設置場所や対象物の形態に
よっていくつかのタイプがあります。

SPのこと
火災時自動放水
閉鎖型湿式スプリンクラー設備の図
（配管内は常に加圧された水で満たされており、火災の熱を受けて放水するタイプ）

スプリンクラー
設備

火災の熱を感知する
と、建物の天井等に設
置されたSPヘッドから
放水して消火する設
備です。
法令により不特定多数が集ま
る大規模施設や迅速な避難が
困難な方が利用する施設、高
層建築物などに設置が義務付
けられています。

80ℓ以上
※機種により異なります。

消火後作法 SPは放水後、人力で止める必要があります。
建物内の制御弁の位置を確認しておきましょう。

消火を確認1 火災が完全に消火されていることを確認しましょう。

放水階の制御弁を閉める2 階ごとに制御弁が存在します。日ごろから位置を確認しておきましょう。

ポンプを停止する3 ポンプ制御盤の停止ボタンを押しましょう。

スプリンクラーヘッド
熱を感知して放水する

配管内の水圧が下がると自動で
警報を鳴らす

流水検知装置

SPが作動した後、放水を止める時
に閉止する（常時開）

制御弁

平常時は加圧水で充水
されている

配　管

配管内の圧力低下で起動する

加圧送水装置（ポンプ）

放水量
1分間の

火災の初期段階での消火に非常に有効な信頼性の高い設備です。

違反是正支援センター

SP頼りになる
正しく付き合おう

SPの効果が発揮された！

こんな事案も…

物品販売店舗で火災が発生して消火器を使用したが初期消火に失敗。
その後、SPが作動し消火に成功した。

福祉施設で自動火災報知設備のベルが鳴り居室内の火災を発見。職員が消火
器で消火中、SPが作動して火災は完全に消火された。

ホテルの客室で火災が発生。自動火災報知設備のベルが鳴り、現場に駆け
付けると、SPが作動し消火に成功していた。火災通報装置で消防機関に通
報後、放送設備等を活用して宿泊客を避難させた。

点検が実施されず消防機関に報告されていない場合は、消防法に基づく命令や罰則の対象となります。

消防用設備等は火災時に正しく作動するように、適正に維持管理することが大切です。
▶ 防火対象物の関係者は、消防用設備等を点検し、
   報告する義務があります。

機器
点検 6か月ごと 総合

点検 1年ごと
▶ 一定規模以上の建物の管理権原者は、防火管理者を定め消防計画に基づく消防用設備等の点検及び整備を含む
防火管理上必要な業務を行わせなければなりません。（消防法第８条第１項）

（消防法第17条の３の３）

共同住宅の居室から出火。SPが作動して消火したが、鍵を探すのに手間取
り、制御弁の閉止が遅れ、水損が拡大した。

照明テスト時にホール天井裏の照明室に設置されていたSPが火災ではな
かったが熱により放水し水損が発生した。

フート弁が故障しており呼水槽から水が流れていたため、警備員が不審に
思い給水バルブを閉止。そのままにしていたため火災時にポンプが起動し
なかった。

２．知っていますか？　火災通報装置のこと
このリーフレットは、火災通報装置の構造や使用方法等についてイラストで分かりやすく記載

されています。

火災時には、消防機関に早く通報することが重要です。

火災通報ボタンを押す、または自動火災報知設備と連動することで、自動的にあらかじめ記憶されている火災通報
情報を１１９番通報する設備です。

消防機関からの呼び返し（コールバック）があったら受話器をとって、
火災状況を伝えます。

使用方法

知っていますか？

火災通報装置のこと
消防機関へ通報する火災報知設備

初期消火、人命救助が優先です。
呼び返しには支障のない範囲で応答してください。

応答確認ランプC 点滅：ダイヤル中　点灯：応答中

火災通報ボタンA ボタンを押すと119番に自動通報

自動火災報知設備と接続している
場合は、感知器または受信機等の
火災信号で通報されます。

通話割込ボタン
B

C

C

A

A B

B メッセージ再生中に受話器をとって
このボタンを押すと消防機関と通話可能

● メッセージが流れている間は、通話割込みボタンを押して状況を伝える。
● 消防機関からの呼び返し時に状況を伝える。

受話器をとり、次の方法で消防機関へ状況を伝えましょう。

● 電話で119番通報する。
または

誤報だった！  その時は…

消防からの呼び返し2

火災発見！ 火災通報ボタンを押す1
手動型

● 自動火災報知設備の作動とともに、消防機関へメッセージ
を発信します。

● 火災確認後に火災通報ボタンを押してください。
連動型

事前に登録した情報を電話回線により消防機関に通報します。

しっかりと
確認して
おきましょう

違反是正支援センター

点検が実施されず消防機関に報告されていない場合は、消防法に基づく命令や罰則の対象となります。

消防用設備等は火災時に正しく作動するように、適正に維持管理することが大切です。
▶ 防火対象物の関係者は、消防用設備等を点検し、
   報告する義務があります。

こんな場合は、消防署に相談・届出が必要です。

● 電話回線工事の時にジャックを取り外し、そのままになっていた。

● アナログ回線からIP電話に切り替わっていたが、対応していなかった。

● 回線方式を変更する場合
● 建物住所・名称変更等に伴い通報メッセージ等を変更する場合

機器
点検 6か月ごと 総合

点検 1年ごと
▶ 一定規模以上の建物の管理権原者は、防火管理者を定め消防計画に基づく消防用設備等の点検及び整備を含む
防火管理上必要な業務を行わせなければなりません。（消防法第８条第１項）

● 福祉施設で天ぷら油の入った鍋をかけたまま他の作業をしている
間に油が過熱され発火。感知器が作動し、火災通報装置（感知
器連動）により消防機関に通報。従業員が火災を確認後、火災
通報装置の火災通報ボタンを押下。消防機関からの呼び返し
に「厨房で煙が出ています」と伝えた。
   スプリンクラー設備が作動し炎は収まった。

● 福祉施設の居室で火災が発生、火災通報装置（感知器連動）により
消防機関に通報。消火器で消火をしている途中、スプリンクラー設
備が作動して消火。従業員３人で施設利用者を屋外に避難誘導。
消防隊到着時は施設利用者の点呼も行われ全員避難が完了して
いた。

● 福祉施設でガス乾燥機が過熱、乾燥機の上に積まれてい
た布団から出火。従業員が固定電話から119番通報しよう
としたが慌ててしまい、０発信をしなかったことから通報
できず、自身の携帯電話で119番したが、通報が遅れた。

● 自動火災報知設備と火災通報装置が連動していたが連動
を切っており、消防機関に通報されなかった。火災通報
ボタンも押しておらず、消防隊の出場に時間を要した。

（消防法第17条の３の３）

※NTTでは、固定電話サービスを順次IＰ網に移行することとなっています。詳細につ
いては、ＮＴＴ固定電話のＩＰ網移行に伴い発生する事象への対応について、総務省消
防庁通知（令和元年１２月２３日消防予第２７４号・消防情第１３８号）及びＮＴＴホーム
ページをご覧ください。なお、各機器の事業発生の概要については、各メーカーにお問
い合わせください。

自動火災報知設備と連動していたが消防機関へ通報できなかった事例

失
敗

奏
功

Ⅴ．（一財）日本消防設備安全センター「違反是正支援センター」のトピックス
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建て替え工事中の日本消防会館が、2024年5月末に竣工し、7月にオープンの予定です。関係団体も来

年6月から新会館に引っ越しすることになります。

新日本消防会館のホール及び会議室の貸し出し予約が2023年7月から始まっています。料金等詳細

は以下のニッショウホールご担当者までご連絡ください。

※ 連絡先　　TEL：03-6263-9957　FAX：03-6263-9874

　 　　　　　http://www.nissho-hall.jp

Ⅵ．新日本消防会館の竣工について
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1．新入会員のご紹介
本年4月から7月までに以下の各社にご入会いただきました。これからどうぞ宜しくお願い致し

ます。
【正 会 員】
① 株式会社 WAVE1	 代表取締役	 吉 村　拓 也　様	 （東京都杉並区）
② 合同会社 Sonae防災	 代表社員	 中 島　英 喜　様	 （長野県長野市）
③ 南里ポンプ株式会社	 代表取締役	 野 津　昌 彦　様	 （佐賀県佐賀市）
④ 森永防災システム株式会社	 代表取締役	 森 永 日出男　様	 （福岡県福岡市）
⑤ 株式会社 K. Fact	 代表取締役	 栗 田　俊 也　様	 （大阪府堺市）

2．全消販合同会議のご案内
開催日　2023 年 11 月 10 日（金） 14：00 〜
会　場　「KKR ホテル博多」（福岡市中央区薬院 4 － 21 － 1）
内　容　① 合同会議、意見交換会、会員 PR タイム
　　　　② 講演会　総務省消防庁予防課 様（予定）
　　　　③ 懇親会

3．下期の主な行事予定
①全消販 定例運営委員会		  2023年  9月13日（水）	 「全消販事務局会議室」
②消防機器等に関する研修会	（大阪）	 10月20日（金）	 「メルパルク大阪」
	 （東京）	 10月27日（金）	 「アルカディア市ヶ谷」
③消防庁長官表彰式		  11月  2日（木）	 「明治記念館」
④新年名刺交換会（東京）		  2023年  1月  9日（火）	 「明治記念館」
⑤新年互礼会（大阪）		  1月12日（金）	 「ホテルグランヴィア大阪」
⑥全消販 理事会		  3月  8日（金）	 「東京証券会館」（予定）

4．全消販 第38回定時総会開催日程
開催日	 2024年　5月10日（金）午後	 （当日の詳細については後日ご案内します。）
会　場	 「KKRホテル東京」	 （東京都千代田区大手町1）

5．夏季休業のお知らせ
本年の夏季休業期間は、以下のとおりです。ご不便をお掛けしますが、宜しくお願い致します。
　　　　　8 月 14 日（月） 〜 8 月 16 日（水）

6．編集後記
今夏号が、100号の記念号になります。以前は、年3、4回の発刊もあり重ねて100号になってい

ます。タイムリーな情報発信という観点から、もっと発信する回数が多くなくてはならないと反
省しきりです。あらたな気持ちで101号に向かいたいと思います。

暑い毎日と油断できないコロナ禍が続きます。どうぞご自愛なさってこの夏を乗り切ってくだ
さい。

Ⅶ．全消販事務局からのお知らせ

編集責任者：理事長　臼 井 　 潔 　　　　編　集：事務局長　岡 田 　 昇

KKRホテル博多参加受付中


